
伏見工場のリスクアセスメント活動 
（危険個所、危険作業の表示による危険の共有化） 

・職場内の危険の抽出は期初に行います。（4月～5月上旬） 
 
・リスク低減活動は４ー３月、１年間をかけての活動 
 
・独自の評価基準策定により誰にでも判断できるようになりブレない 
 評価基準で運用 
 
・危険作業、危険個所の原因（危険源）を特定したアセスメント活動 
 
・低減対策の経過も表示することで情報の共有化を図る。 
 
・リスクアセスメントの手法で衛生面（暑熱）対策のアセスメントについても 
 取り組みを開始 
 



  ○リスクポイント＝重大性＋可能性＋頻度

重大性 致命傷 致死。 10 点
重傷 休業災害、障害 6 点
軽傷 不休災害 3 点
軽微 赤チン災害 1 点

可能性 確実である かなり注意を高めていても災害になる。 6 点
可能性が高い 通常の注意力では災害になる。 4 点
可能性がある うっかりしていると災害にある。 2 点
ほとんどない 特別に注意していなくても災害にならない。 1 点

頻度 頻繁 毎日、頻繁に立ち入ったり接近したりする。 4 点
時々 トラブル、修理・調整などで時々立ち入る。 2 点
ほとんどない 立ち入ったり接近することは滅多にない。 1 点

  ○リスクのレベル分け表

Ⅴ
Ⅳ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅰ

【　リスクアセスメント　リスクポイント一覧表　】

かなり問題がある 9～11点
多少問題がある 6～8点

直ちに解決すべきで問題がある 14～20点
重大な問題がある 12～13点

許容範囲である 5点以下

重大性についてはガイドライン通りだと評価する人により評価基準が
変更する可能性があるので工場作業に準じた内容に変更した。 



リスクレベル評価の重大性の判断基準を工場の作業に応じて独自に
作成。 
具体的な数値、症状を定めることで誰でもブレることなく、リスクを 
評価できるように運用しています。 

落下する高さ、重量物の重さ、被爆する時間、温度、量
など具体的に策定しました。 



・アセスメント活動のサンプル 

写真付きで提出してもらうことで危険源が特定しやすい 



Ａ５サイズでパウチ加工してリスク個所に表示 

・アセスメント活動のサンプル 



・アセスメント活動のサンプル 



・危険作業、危険個所の原因（危険源）を特定したアセスメント活動例 

評価基準を参照にリスク
ポイントを集計、レベルを
確定させます。 
 
また危険源を特定します。 

この作業における危険源
は、苛性ソーダ投入時の
薬液飛散としました 



リスク評価後は現場に掲示して誰でも当該箇所での危険の情報を共有できるようにしてい
ます。当該表示は低減対策後の表示で、過去危険作業があって低減活動を行ったことが
わかるようにしています。 

危険個所、作業の表示例 ① 



低減対策評価事例 ① 
 

低減対策を実施後、内容を記録し、
リスクアセスメント部会事務局の評
価を受けます。 
 

この場合、薬剤飛散防止の金網を
設置し、一気に薬剤が入らないよう
に改良しました。薬剤が跳ね上が
ることがなくなり、薬剤飛散の可能
性が減少した(危険源を除去するこ

とができた）のでリスクポイントも下
がり、リスクレベルはⅢからⅠに減
少しました。 



危険個所、危険作業の表示例 ② 

リスクレベルⅠに下がった危険個所、危険作業については危険表示シートを当該年度終
了時まで掲載するようにルール化しています。表示を継続、やめるについては各部署が判
断しています。 



低減対策評価事例② 
 
フレコンに入った米を搬入する作業で受入
口に米が詰まった時、吊っているフレコン
の下に体を入れて作業を行う。万が一フレ
コンが落下した場合挟まれる危険があり
ました。 

当該事例は受入口が目詰まりしないよう
に金網を設置し、米を均すために櫂棒を
作成、使用するようにしました。 

対策後フレコンの下に体を入れて作業す
ることがなくなりました。危険源であった落
下するフレコンに挟まれることがなくなった
のでリスクレベルを下げています。 
 

※先ほどに事例と同じ金網を設置した事
例ですが、薬剤飛散と、挟まれの危険源 
が異なることでリスクレベル、対策方法が 
変わる事例としてご紹介しています。 



何度も低減対策を実施している
ことも報共有化を行い、対策に
苦労していることについても共
有化します。 

転落の危険性があった急こう配
の階段の事例です。この場合
は3回にかけて低減対策を行っ
ていることを表示しています。 
（詳細は次頁） 

危険個所、危険作業の表示例 ③ 



低減対策評価事例③ 

転落の危険性がある階段のステップにトラテープをはりましたが、対策が不十分で継続して対
策を講じ、落下防止のチェーンを設置。さらに対策を進め、太いパイプで落下防止策を作成し
てようやくリスクポイントが下がりました。この低減対策報告書は当該部署の管理職も目を通し
ており、技術的指導や、安全対策のための工事の参考資料にもなっています。 



暑さに対するリスクアセスメント 

工場独自の評価基準策定のノウハウを元に職場内の熱中症対策と
して、暑熱リスクアセスメントについても取り組みを始めました。 

熱中症指数や、作業指数、工場既定の作業服にも指数を設定し、 

暑熱リスクポイントを設定し、工場現場の暑さ対策工事の優先順
位の提案を行っています。 
 暑さ指数 作業着指数 

  作業内容と作業着の指数表 

各部署で計測している温度、湿度に上記指数を掛け合わせ、暑熱リスクポイントを 
計算し、リスクレベルを確定します。 



安全リスクアセスメントと同様、作業現場に表示し、 
暑さに対する危険や暑熱対策の情報共有化を 
行っています。 

自分の体の脱水状態の 
判断の目安としてトイレに 

尿の色で脱水状態か判断の目
安にするチャートを掲示し、体調
管理の見える化を実践 

 




